
 

 

[M(mnt)2]- (M=NiIII, CoIII)を構成成分とする新規磁性有機導体

の構造と物性 

(東工大院理工) ○中嶋秀康・勝原真央・森 健彦 

 
【序】最近、交互積層型電荷移動錯体におけるフェリ磁性が注目を集めている。本研究では、

磁性イオンを持つ有機アクセプターとして平面構造を持つ[M(mnt)2]
-
 (M=Ni, Co)を選択し、さまざ

まな TTF 系有機電子ドナーと電解結晶成長を行った。 
これまでに我々が合成した mnt 系電荷移動錯体の

うち、(ChSTF)[Ni(mnt)2]では 1:1 の交互積層型のカラ

ムがみられ(Fig. 1)、55 K 以下でのχTの上昇と 9 K 以

下での磁気転移が観測された。(Fig. 2)  
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triclinic, P (-1), 
a = 17.43(1), b = 24.69(4) , c = 6.081(4) Å 
α = 17.43(1), β = 24.69(4), γ = 6.081(4)° 
V = 2612(4) Å3 
Fig. 1 (ChSTF)[Ni(mnt)2]の結晶構造        Fig. 2 (ChSTF)[Ni(mnt)2]のχT-Tプロット 

ニッケル錯体おいては、ねらい通りの交互積層型が実現されたが、S = 1 のスピンを持つ可能性

あ る コ バ ル ト 錯 体 で は 、 得 ら れ た (ChSTF)[Co(mnt)2], (TTM-TTP)[Co(mnt)2], 
C2TEO-TTP)[Co(mnt)2]は、すべてコバルト錯体が二量化した構造となった。 
今 回 、 mnt 系 に お い て 新 た に 2 種 類 の 新 規 電 荷 移 動 錯 体 、 (HMTTF)[Ni(mnt)2], 

BEDT-TTF)[Co(mnt)2]を合成し、その結晶構造解析に成功したので報告する。 
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【結果】(HMTTF)[Ni(mnt)2]は、(ChSTF)[Ni(mnt)2]と同様の 1:1 の交互積層型電荷移動錯体とな

った。そのカラム内では、ドナーとアクセプターは分子短軸方向にずれてβ’’構造に類似した交互

積層構造をとっている。(Fig. 3) 
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Fig. 3 (HMTTF)[
 

(BEDT-TTF)[Co(mnt)2]では、コバルト原

子にも結合しており、アクセプターであ

造であることがわかった。これまで、コ

物質の構造はそれとは異なっていることが

うよりもむしろ分子短軸方向に並んでいる
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Fig. 4 (BEDT-T
 
今後、四端子法によって伝導的性質を、
triclinic, P (-1), 
a = 7.878(2), b = 13.391(2), c = 5.9288(9) Å 
α = 96.37(1), β = 98.09(2), γ = 105.10(2)° 
V = 590.7(2) Å3 
Ni(mnt)2]の交互積層型結晶構造 

子に配位結合している硫黄原子が隣接分子のコバルト原

るコバルト金属錯体が一次元鎖を形成しているような構

バルト錯体を含む錯体がすべて二量化していたが、この

わかった。またドナーである BEDT-TTF は、積層とい

構造をしていた。(Fig. 4) 
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triclinic, P (-1), 
a = 13.89(1), b = 29.42(3), c = 6.213(4) Å 
α = 103.10(7), β = 89.46(6), γ = 94.71(8)° 
V = 2464(4) Å3 
c

 
TF)[Co(mnt)2]の一次元鎖構造 

SQUID を用いて磁気的性質を測定する予定である。 




